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研究成果の概要（和文）：「時間論の観点から心の哲学を解明する」というベルクソン『物質と記憶』の着想は
長らく難解とされてきたが、近年著しい発展を見せた「意識の諸科学」や「分析形而上学」の発展を踏まえるこ
とで、その内実を具体的な水準で明らかにできた。この取り組みのため、狭義の哲学者だけでなく、神経科学
者、病理学者、人工知能研究者などの研究者らを取り込んだ新しい学際的な研究ネットワークの構築が不可欠で
あったが、「意識と時間」という『物質と記憶』に固有な明確な論点を定めることで、この研究体制は最大の成
果を得ることができた。三度の国際シンポジウムは論集としてすでに二冊が既刊であり、三冊目も2018年度中に
出版予定である。

研究成果の概要（英文）：The core idea of Bergson's major work “Matter and Memory”, approaching the
 philosophical problems of mind from a perspective of time, has long remained obscure and enigmatic.
 Thanks to the recent development in the sciences of consciousness as well as in the analytic 
metaphysics, its theoretical potentialities and advantages were ready to be revealed in many 
productive aspects. By setting a clear focus onto the relation of consciousness and time, which is 
peculiar to “Matter and Memory”, our multidisciplinary research network, including not only 
philosophers, but also neuroscientists, pathologists, researchers of artificial intelligence, 
aesthetics, psychology, ethics, etc., have achieved remarkable results as efficiently as possible. 
The two first international symposia have already published as two proceedings and the third will 
also be published in 2018.

研究分野：哲学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)フランスでの Worms の活躍を筆頭とし
て再評価が始まって以降、ヨーロッパにと
どまらずアメリカ・アジアの研究者たちを
巻き込みベルクソン研究は哲学者の生前の
受容の状態を髣髴とさせる活況を呈してお
り、さらに広範な国際研究ネットワークの
充実が急務であった。 
(2)『物質と記憶』の問題系に関する新たな
見地からの研究が相次いでおり、今回の研
究代表者の交代は、同著作への関心の高ま
りの中心となる若い世代の研究者を一層積
極的に巻き込むためにも必要であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、以前の科研で形成されたベ
ルクソン研究グループの再組織化を図りつ
つ、ベルクソン最大の主著『物質と記憶』
を総合的に研究する。「総合的」というの
は、(1)世界的な受容の様態をそれに見合っ
た規模で概観する基礎的課題、(2)『物質と
記憶』が提起する諸問題の多面的な分析に
よって、ベルクソン研究の世界的な動向に
積極的な関与を試みる中心的課題、そして
(3)西洋哲学研究のあり方そのものについ
ての問題提起を試みる発展的課題を、本研
究は兼ね備えていた。 
 
３．研究の方法 
【(1)テクストの方法的複合性】ベルクソン
の第二主著である『物質と記憶』（1896 年）
は、彼独自の【時間論】の観点から、形而
上学の伝統的な大問題である【心身問題】
に切り込むという、きわめて独創的な論述
形式を持つ。しかも、単なる思弁によって
ではなく、心理学・生理学・生物学・物理
学などの徹底的な吟味を通じて理論構築す
る「実証的形而上学」を目指すものであっ
たが、その斬新さと論点の錯綜のため、解
釈と受容は難航を極めていた。 
【(2)学際的究明の必要性】ここ数十年の脳
科学・生物学・物理学といったいわゆる【意
識の諸科学】、そしてあらたに台頭した【分
析形而上学】において、心・意識と時間と
の密接な関係についての知見が飛躍的に深
まったことにより、ベルクソンのアイデア
を分析的に解明する概念的道具立てが揃っ
てきた。そこで、こうした各分野の最新の
成果を踏まえつつ、『物質と記憶』の徹底
的な吟味を行うことで、単に思想史的な意
義を確定するのみならず、心と意識をめぐ
る現今の諸論争のただ中にベルクソンの時
間論的アプローチをよみがえらせ、そこに
新たなパースペクティブをもちこむことを
目指した。 
【(3)テクストの内容的複合性】『物質と記
憶』は、以下の四章および結論からなる。 
第 1章：知覚と世界の関係を身体行動の生
態学的システムという見地から解明 

第 2章・第 3章：記憶と再認の生理学研究
に基づく、独自の時間論の導出 
第 4章：心身二元論統合に向けての形而上
学的分析 
【(4)多角的研究体制の構築】こうした複合
的な構成を取るテクストの核心的なアイデ
アを最大の効率で解明していくためには、
以下の 3つの基軸で研究を深化する必要が
あった。 
① テクストの内在的読解・思想史的解明 
② 意識の諸科学・分析形而上学の最新知
見との突き合わせによる論点整理 
③ 人工知能学・美学・倫理学などへの積
極的な応用的展開 
【(5)研究の目的との対応】上記(4)の①と
②は研究目的の(1)に、②と③は研究目的の
(2)に、そして①②③の有機的連携による研
究体制の構築そのものが、研究目的の(3)
に対応する。 
【(6)実現上の工夫】これらの要求を満たす
べく、従来の狭義のフランス哲学研究にお
ける国際シンポジウムの制約を取り払って、
①基本使用言語を英語とし、②実際に狭義
のベルクソン研究者ひいては哲学研究者の
枠を超えて他分野から積極的に招聘し、③
事前の問題調整とテクスト共有・長時間の
質疑・特定質問を設けることで討議の密度
を上げ、④スピーディな出版によってこの
新しいアプローチを広く世に問う方法をと
った。 
 
４．研究成果 
【(1)三度の学際的国際シンポジウム】上述
の方法に基づき、三年間の研究期間の各年
次に、それぞれ全 3日に及ぶ大規模な国際
シンポジウムを開催し、『物質と記憶』を
めぐる上述の新しい議論枠組みを具現化し
た。実際に招いた研究者は、フランス哲学・
分析形而上学など哲学の分野だけでなく、
生態学知覚論・認知科学・脳神経科学・社
会心理学・医学・人工知能学など多岐に及
んだ。事前の入念なコミュニケーションに
より『物質と記憶』の具体的な争点を共有
したことで、異なる学問分野と方法論を跨
いでも、効率的で集中的な討議を行うこと
ができた。 
【(2)「拡張ベルクソン主義」マニフェスト】
この新しい研究体制は、2015 年度に開催し
た第一回目の国際シンポジウムから功を奏
し、参加したフランス人研究者たちの力強
い賛同を得て、著名なベルクソン研究者で
あるポール＝アントワーヌ・ミケルとエリ
ー・デューリングによる「拡張ベルクソン
主義」マニフェストの執筆というかたちで
結実した。 
【(3)書籍公刊による総合】三回の国際シン
ポジウムは、それぞれ発表された全ての論
考に加えて、上記のマニフェスト、特定質
問をもとにして論考同士の繋がりを示すコ
ラム、特定の問題を掘り下げるリプライ論



文、多くの争点をより明確にするための豊
富な訳注と索引を加えた形で、三冊の書籍
として公刊されている（三冊目は 2018 年中
に刊行予定）。 
【(4)個別論点の掘り下げ】三回の国際シン
ポジウムで、基調的な方向性を打ち出すの
みならず、個別論点の具体的な掘り下げの
ため、国際理論心理学会(ISTP)、科学哲学
会、応用哲学会、時間学研究所、ベルクソ
ン哲学研究会、人工知能学会など、数多く
の学会・研究会にて発表・ワークショップ
を重ねている。関連イベントとして、2017
年 4月にはまた、2015 年度登壇者にしてマ
ニフェスト執筆者の一人であるエリー・デ
ューリングを招き新しい実在論の動向をめ
ぐったワークショップを開催した。最終年
度には、日仏哲学会にて総括ワークショッ
プも開催し、成果と発展的射程について議
論を深めた。 
【(5)英語圏への展開】プロジェクト全体を
通じて中心的な役割を果たした一人が、こ
こ 10 年ほどで急速に研究が深まった【時間
経験】の分野の中心人物である英国の哲学
者バリー・デイントンの三年連続の参加で
ある。意識の時間的延長が、単に見かけの
ものではなく実在的なものとする彼の【延
長主義】の立場は、物理世界から意識の発
生を生体システムの時間的延長から導こう
とするベルクソンの【汎質論】と極めて親
和性が高く、未分節であった諸論点の明晰
化に大きく貢献した。彼自身のベルクソン
へのコミットは、2017 年出版の『ラウトリ
ッジ時間経験の哲学ハンドブック』という
極めてメジャーな論集に、彼の執筆による
ベルクソンのチャプターが掲載されるとい
う形で結実している。また、英語版論集出
版のために不可欠な上述「拡張ベルクソン
主義マニフェスト」の英訳も、彼から申し
出てくれ、すでに完成している。 
【(6)フランスへの逆輸入】2017 年度には
ベルクソン研究の重鎮であるフレデリッ
ク・ウォルムスを招き入れ、従来の研究と
の発展的総合を試みた。日本で生まれたこ
の新しい「拡張ベルクソン主義」の枠組み
をここで終わらせることなく持続的に発展
させるべく、すでにいくつかの提案がなさ
れている。フランスでの国際ジャーナルの
発刊はその 1つであるが、ポール＝アント
ワーヌ・ミケルとエリー・デューリングに
よって 2019 年度にフランスでの国際シン
ポジウム開催も計画されている。 
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